
１ 単元名「こころとからだ」 小単元名「育ちゆく体とわたし」

２ 小単元について

障がいのある児童も障がいのない児童と同様に、成長に伴って自他の体や心の変化に関心をもったり、成

長の違いに不安を抱いたりする。また、高学年になると周りへの関心が高まり、友達関係で悩んだり、異性

への関心も芽生えたりする。特別支援学級では、発達に個人差が大きいこともあり、思春期の心や体の成長

に関しては、教科等を合わせた指導形態である「日常生活の指導」などにおける具体的な場面で指導をして

いることが多いが、成長に伴って起こる心と体の変化について、一つの単元として取り上げて集中的に学ぶ

ことは、児童の性に関する理解を深め、思春期を安心して迎えられることにつながるものと考える。

本単元では、年齢に伴って体つきが変化すること、体の成長には調和のとれた食事、適切な運動、休養及

び睡眠が必要であること、思春期になると体の中にも変化が起こり、異性への関心も芽生えてくること、体

の成長には個人差があることなどを学習する。児童が思春期の体の変化などについて正しく理解し、生活の

仕方を見直すとともに、自他を互いに認め合うことができるようにしていきたい。また、この時期は異性へ

の関心など、心の変化も起こり始めるが、心と体の変化が大人へと成長する過程であり、自然なことである

ことも理解させていきたいと考える。

指導に当たっては、グラフや図などの視覚的な教材を活用することで、児童の理解につなげていきたい。

また、教師が経験を話すことに加え、家庭の協力を得て保護者の経験なども児童に伝えることで、成長に伴っ

て起こる心と体の変化が児童にとって、より身近なものであると感じられるようにしていきたい。

３ 小単元の目標

・体がよりよく成長するには、調和のとれた生活習慣が必要であることを知り、実践しようという意欲を

もつ。

・思春期に起こる体の成長には個人差や性差があることを知る。

４ 小単元の指導計画

時 学 習 内 容 ・ 活 動 等

1 変化してきたわたしの体 ～入学から今までの身長・体重の変化をグラフにして知る。

2 本
時 大人に近づく体 ～体の外の変化と、体の中の変化を知る。

3

4
すくすく育て わたしの体 ～よりよい成長のためには、どのようなことに気を付けたらい

いかを知る。

指 導 事 例

本時

／2･34時間扱い

生活単元学習
小学校

特別支援学級
高学年グループ

育ちゆく体とわたし
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５ 本単元を構成する教科・領域

保健体育、特別活動、道徳、自立活動

６ 本時の目標

・思春期に起こる男女の体の変化や、体の中の変化について知る。

・体の変化は誰にでも起こることや個人差があることを知り、これからの自分の変化に見通しをもつ。

７ 指導展開例

：ねらい・課題 ：学習内容 ：発問・指示など

主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価

導

入

入学から今までの身長と体重の変化を確認しよう。

・グラフや数字を見る。

・自分と友達を比較し、個人差があることを確かめる。

○前時に学習したことを提示する。

○拡大した視覚的教材や、ワークシー

トを使って分かりやすく提示し、児

童の意欲的な学びを支えていく。

展

開

赤ちゃんの頃と今の自分の体の変化にはどのようなこと

があるか考えてみよう。

・ワークシートに気付いたことを記入し、話し合う。

今の自分が大人に近づくと、体にどのような変化がある

か考えてみよう。

･思春期の体の変化について発表し合い、正しく理解する。

男の人の変化について

女の人の変化について

男女の体の中の変化について調べてみよう。

・初経や精通、月経と射精について知る。

・新しい命を育むための働きを知る。

体の変化はいつ頃から起こるでしょうか。その時はどん

な気持ちになるでしょうか。

・先生や親の話を聞き、個人差について理解する。

自分や友達が体の変化のことで、不安や悩みがある事例

を提示し、どんな言葉をかけたらいいか考えよう。

・これまで学習してきたことを生かして、ワークシートに

記入する。

思春期に起こる男女の体の変化や、体の中の変化には個

人差がある。

○ワークシートの配布（資料１）

・友達とペアで記入したことを交流

・学級全体で交流

○資料を使って、子どもと大人の違い、

男の人と女の人の違いを確認する。

（資料２）

○教科書や資料、ワークシートを使っ

て、体の中の変化について理解を促

す。（資料３）

◆体の変化と体の中の変化に気付くこ

とができたか。

○これからの発育・発達に見通しをも

ち、不安が少なくなるようにする。

（資料４）

◆体の変化は誰にでも起ることや、個

人差があることを知り、これからの

心と体の変化に見通しをもつことが

できたか。

ま
と
め

今日の学習のまとめをしよう。

○×クイズや学習カードに記入し、発表し合う。

○児童の率直な思いを大切にし、肯定

的に受け入れる。（資料５）

これから体にどんな変化がおこるかな？
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【ワークシート１（例）】

【ワークシート２（例）】
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【資料３】

【資料４】 【資料５】
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１ 単元名「心と体」 小単元名「心の成長」

２ 小単元について

中学生は思春期における心と体の変化を迎える時期である。障がいのある生徒も個人差は大きいが障がい

のない生徒と同様の発達の段階にあり、体が変化してきたり異性への関心が芽生えてきたりする時期である。

しかし、障がいのある生徒は、性に関する基礎的な知識が不足していたり、その特性から他者の意図や感情

を理解するなど、人との関わりに課題があったりする。また、目に見えない心や心と体の関係についての具

体的な理解が難しい様子が見られる。本学級の生徒も、生徒同士の活発なコミュニケーションが見られるが、

相手と関わる際の配慮不足などから、トラブルになる様子が見られている。

本単元では、思春期における体の変化とともに、相手に対する思いやりの気持ちなど心の成長に関する内

容を扱う。また、本単元を通して、思春期は体の変化とともに心も成長する大人になるための大切な過程で

あることや、大人になるためには、どのようなことが大切なのかなどに気付かせていきたい。

指導に当たっては、具体的な行動の仕方などの理解が深まるよう、ロールプレイなどによって適切な行動

を具体的に学ばせていく。また、個に応じた理解が深まるよう、異性との関わりを学習する際には、男女別

のグループで指導する。

３ 小単元の目標

・体とともに心も成長することを知る。

・相手のことを思いやり、相手の立場に立って行動することの大切さに気付く。

４ 小単元の指導計画

時 学 習 内 容 ・ 活 動 等

1 心の成長１～ 体の成長と心の成長、思春期における体の変化

2
心の成長２～ 挨拶について、話を聞く態度、時間を守ること、

目上の人への話し方や友達との関わり方
思いやりの気持ち①

3
本時

心の成長３～ 思いやりの気持ち②

4 心の成長４～ 対人関係・異性との関わり（男女別のグループで指導)

5 心の成長５～ まとめ

５ 本単元を構成する教科・領域

保健体育、特別活動、道徳、自立活動

心の成長中学校
特別支援学級

生活単元学習

／35時間扱い

指 導 事 例
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６ 本時の目標

・人とぶつかったときにかける思いやりのある言葉を知ることができる。

・思いやりのある言葉で自分の気持ちを伝えることができる。

７ 指導展開例

：ねらい・課題 ：学習内容 ：発問・指示など

主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価

導
入

・本時の学習のテーマを知る。 ○テーマを板書する。

展

開

・寸劇が行われることを知る。

・寸劇の内容と配役を知る。

【配役】 ぶつかってしまう人…教師

立っている人…教師

座っている人…教師

【場面】 ぶつかって無言で通り過ぎていく。

・寸劇を見る。

・寸劇のおかしいところを考える。

『何がいけなかったのかな？』

ぶつかった
こと。

何も言わなかった
こと。

謝らなかった
こと。

・ぶつかられた人の気持ちを考える。

『ぶつかられた人はどんな気持ちだろう？』

痛かったと思
う。

むかついたと
思う。

嫌な気持ち。

・「嫌な気持ち」になったことを知る。

・ワークシートを見て活動内容を知る。

嫌な気持ちの顔からニコニコな顔になるために

は、何て言ったらいいかな？ 考えてワークシート

に書いてみよう。

・ワークシートに記入する。

・ワークシートで考えた答えを実演する。

⑴ 好ましくない答えを実演する。

ぶつかってしまう人…教師

立っている人…生徒

座っている人…教師

そこにいるのが悪い。 じゃまだ。 どけろ。

○寸劇の内容と配役について説明する。

○「ぶつかってしまう人」に注目してみるよう

に伝える。

○教師が日常の場面を大げさに演じる。

○挙手して答えるように促す。

○ぶつかられた人が「嫌な気持ち」になった

ことを全体で確認する。

○ワークシートではセリフを３つの選択肢か

ら選ぶ「選択式」も用意する。

○実演する生徒を指名する。

寸劇の内容と配役を全体で確認する。

○好ましくない答えが生徒から出なかった場

合には、あらかじめ用意した好ましくない

状況を演じる。

人とぶつかった時になんて言えばいいだろう
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展

開

立っていた人は「・・・」と言われてどんな気持
ちだった？

僕は悪くないのに…
ぶつかった方が
悪いのに…

「嫌な気持ち」のままであることを知る。
⑵ 好ましい答えを実演する。

ぶつかってしまう人…教師
立っている人…生徒
座っている人…教師

あ、ごめんね。 大丈夫だった？

立っていた人は「・・・」と言われてどんな気持
だった？

いいかなと思った。
ゆるしてあげようと

思った。

･「嫌な気持ち」から「いい気持ち」になったことを
知る。
・自分たちで演じてみる。

○立っていた生徒に気持ちを聞き、「いやな気
持ち」のままであることを全体で確認する。

○「立っている人」役の生徒に気持ちを聞き、
「いい気持ち」になったことを全体で確認す
る。

○実演する生徒を選ぶ。

ま
と
め

「いい気持ち」になった言葉はどういう言葉かを確か
める。

「嫌な気持ち」から「いい気持ち」になった言葉は、
相手のことを考えて言った思いやりのある言葉であ
り、言い方も大事。

○全体でテーマを確認する。
◆人とぶつかってしまった時にかける思いや
りのある言葉を知ることができたか。
◆人とぶつかってしまった時にかける言葉
を、ワークシートに書き出したり、言った
りすることができたか。

【資料】 ワークシート
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